
 

 

 

 

 

地域の一員として～三中生のボランティア活動～ 

 三中校区にあるケヤキ並木もたくさんの葉を落とす時期となり、今年も渡・外江地区ではケヤキ並木清掃活

動が行われました。三中生徒会や PTA では毎週（今年は５回ありました）参加を呼びかけ、友達同士や親子

で参加する姿が徐々に増えてきました。「この子は皆勤賞だよ！」と教えてくださる地域の方もおられました。 

 小学校で地域の様々な人とかかわった子どもたちが、中学校では地域の一員としてイベントやボランティア

活動に自主的に参加しています。コミュニティ・スクールでは、さらに地域の人とともに活動を企画推進して

いく姿を目指していきたいと思います。朝早くから参加していただいたみなさま、ありがとうございました。 
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しらお塾（外江小） 

 しらお塾ボランティアに新たに 2 人の方が加わり、現在８名の

当番制で子どもたちの宿題の見守りをしています。ピンチヒッタ

ーが必要な時は、外江公民館の主事さんにも来ていただいていま

す。「音読を聞いてください。」「上手に読めたね。サインするよ

～。」音読カードにサインをする方も何だかうれしい気分になり

ます。時には、今日の出来事を話してくれる６年生もいます。教

室だけど、「ただいま～」「おかえり～」と、そんな声のする場所

になればと思っています。 マラソン大会（渡小） 

 秋晴れの中、渡小学校では校内マラソン大会が行われまし

た。子どもたちは自分の目標に向かって日々練習を重ねてきま

した。当日は、そんな子どもの姿を一目見ようとたくさんの保

護者の方が応援にかけつけてくださいました。わが子だけでな

く、たくさんの子どもたちの名前を呼んで応援する保護者の方

もおられました。そんな声援に後押しされて、子どもたちは最

後まで走り切りました。頑張る子どもの姿は、私たち大人にも

パワーをくれます。マラソンボランティアに参加してくださっ

た保護者のみなさま、ありがとうございました。 

 

 

文責：髙梨典子 （地域学校コーディネーター） 

最後までがんばって～ 


